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にじみ絵（水彩絵具）とカラフルな羊毛によるファンタジーな保育スキルです 
 

 

 

～発達支援を必要とする子どもに、落ち着き感と情緒的な安心感を与えます～ 

 

 
オランダの国際幼児教育会議で一人の講師が話された言葉です。 

 

 

 

 【講 師 紹 介】全２回 

 

 

西村 久容 （にしむら ひさよ） 

（ほいくえんももの家 ほいくえんももの家だいち統括園長 

ゲーテ（スイス）アヌム・シュタイナー幼児教育協会認定 

シュタイナー幼児教育教員課程修了。 

長年の公立保育園勤務を経て、私立保育所、ほいくえんももの家、
ほいくえんももの家だいちを設立。シュタイナー教育の実践活動で
は長年のキャリアがあり、優れた音声でわらべ歌を指導されます。
彼女がペンタシロフォンを使って子どもの言葉を引き出すスキルは
うっとりと聞かされます。 

第１回：6/26（日）  第２回 7/24（日） 1 回 10,000 円（材料費含む） 選択式講座 13：00～17：00  

「保育がこれほど複雑になってきた今日、従来の保育の勉強だけでは到底対応できない時代。それ故に、
これからは Pedagogy（ペダゴギー）と呼ばれる「保育方法論」が必要です。Pedagogy の語源はギリ

シャ語で「子どもを導く」という意味だそうですが、現代の Education(教育)のように、教える、伝達す

る教育や見守る保育とは異なり、具体的な保育スキルを持った保育者が、積極的に子どもに関わる保育が
求められています。」 

 
場所：ＮＰＯ法人国際臨床保育研究所（大阪市天王寺区上本町 8 丁目 4-11 キムラビル 5Ｆ） 



第 2 回 7 月 24 日～羊毛脂の特質を生かし立体的なファンタジーを創作する技法～ 

・未精製の羊毛に含まれる羊毛脂を含んだ羊毛を、子どもの指先や手のひらで薄く広げたり、丸
めたりする基本的な遊びの展開は、子どもの五感（触覚）と巧緻動作（指先の器用さ）をうな
がし、子どもは手を使って創作する喜びを知ります。 

・数種類の着色された羊毛を指先で混ぜ合わせることで、まったく異なった立体的な色彩の光景
が創作されます。にじみ絵の実践とは異なった触覚感や創作意欲が生まれます。ドイツのシュ
タイナー保育園の子どもたちは、羊毛で作ったお人形やボールを長く持ち続けています。（シ
ュタイナー保育園で使用されているのと同じ原羊毛を使っていただきます。完成作品は保育室
に飾ってください。） 

第 1 回 6 月 26 日～何度も重ね塗りを繰り返す三原色の魔術といわれるにじみ絵の技法～ 

・サークル状に座る子どもたちに、ペンタトニックシロフォンを使って、子どもの注意力を引きつけなが
ら、次々と子どもから言葉を引き出す講師独特のスキルを学んでください。 

・にじみ絵は三原色を基本とし、水分を含んだ画用紙に、太い絵筆で三原色を何度も何度も重ね塗りをし
ます。色を混ぜ合わすという体験の少ない子どもたちの目に、数百の色彩が表れることは驚きです。驚
くような美しく個性的な色彩絵が展開されます。たっぷりと時間を取って練習していただきます。ドイ
ツのシュタイナー保育園の実践と同程度の高度なスキルを身につけてください。（シュタイナー保育園
で使用されているのと同じ絵の具を使っていただきます。完成作品は保育室に飾ってください。） 

持ち物：白のタオル 

受講者名
ふ り が な

：                                 ご希望講座：〇をおつけください。第１回 6/26  第２回 7/23  

ご連絡先：〒                                        ℡                        

06-6773-3008 へＦＡＸにてお申込みください 
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講座シラバス（内容） 13：00～17：00 （休憩を含む）  場所：ＮＰＯ法人国際臨床保育研究所  

▽お申し込みいただきました方には後日、当研究所までのアクセスマップをお送りいたします。講座当日、研究所にて講座費用をお支払いください。 

お問い合わせはＮＰＯ法人国際臨床保育研究所 06-6773-3348 までご連絡ください。 


